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特集●揺らぐ食品への信頼
最近の食品偽装表示問題の実態と背景 宮城大学食産業学部教授 池戸 重信

食品安全対策における食品表示偽装問題の位置づけ 京都大学大学院農学研究科生物資源経済学専攻 新山 陽子

食品表示をめぐる企業のコンプライアンスマネジメント 一ツ橋大学大学院法学研究科 松本 恒雄

食品安全と企業倫理─消費者の立場から 食の安全・監視市民委員会代表，弁護士 神山美智子

わが国の食品安全行政の現状と課題 専修大学法学部 藤田由紀子

兵庫県における食品安全行政の現状と課題 兵庫県健康福祉部健康局生活衛生課長 川久 通隆

食品偽装事件を検証する─保健所の役割─検証：牛肉ミンチ問題 北海道江別保健所長 山口 亮

●視点

特定健診，特定保健指導の展望 (財)埼玉県健康づくり事業団 渕上 博司

●新連載【パートナーシップ時代の国際保健協力─これから国際保健協力を志す若者への 10 章】

はじめに─国際保健のランドスケープの変化 WHO本部 江浪 武志，武井 貞治，中谷比呂樹
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編集室通信

やさしさのない社会だなあ．最近の貧困者
や高齢者に関する報道を見て，そう感じてし
まいます．そういう私も，これを読んで下さる読
者の方々も，あとウン十年もすれば誰もが高
齢者になるし，決して人事ではない．弱者に
厳しい社会は，弱者になることを他人だけで
はなく，自分にも許せなくて，いつも強く優秀で
いるために頑張らなくてはならなくて，その緊
張状態が続けば，病気になってしまうかも．
長い人生，挫折や失敗は誰にもやってく

る．そのときは，「心」のある人にさらに近づ
く大事なチャンスの時でもある．自分を見つ
め，自分の愚かさ，弱さに気づき，そんな自
分を受け入れることができた人は，本当に思
いやり深い，やさしい人になると思う．他者に
思いやり深いやさしい人が，社会にたくさん
増えますように． (野中)

(担当/野中・今田)
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以前，死亡率の研究をしていた頃，集団の死亡率ある

いは平均寿命は何によって決定されるかについて考えてい

ました．そして，死亡率を決めるのは，突き詰めたところ，

集団の中の貧困者の割合，それも相対的な貧困者の割合

ではなく，一定水準以下の所得の貧困者の割合ではない

かと推測していました．すなわち，食べられるか，食べら

れないかの貧困水準が決定要因ではないかと考えていまし

た．現在のわが国の平均寿命は世界最高水準です．し

かし，わが国に貧困が蔓延していく現状を見ると，遠から

ず，世界最高から脱落するような気がしています．

今回は貧困の特集を企画してみました．貧困と健康は

公衆衛生にとって基本的な問題です．しかし，今回の特

集を読んで，われわれ公衆衛生従事者には貧困問題を根

本的に解決することはできないと改めて感じました．また生

活困窮者の健康問題に公衆衛生として何ができるか，考

え込んでしまいました．

昔の生活困窮者は貧しいなりの生活技術を持っていたよ

うに思います．それは安くて栄養のある食事を自分で作り，

お茶を自分で煎れるといった当たり前の技術です．現在の

生活困窮者には，その技術が失われ，コンビニやスーパ

ーの弁当で食事を済ませ，ペットボトルのお茶を飲むといっ

た習慣が広まっている気がします．自ら食事を作ることは健

康にも結びつきます．自炊技術の普及，ささやかですが，

その辺りから何かができないかと思っています．

(西田茂樹)

あ と が き

©
IG
A
K
U
-
S
H
O
IN

L
td
,
2
0
0
8

2026/10/09 17:00:08


